
（１）現状認識

都市圏交通における交通機関分担率の現状

わが国において、自動車保有台数の増加と相まってモータリゼーションが進展しており、結果として大都市圏、地
方都市圏を問わず公共交通および自転車・徒歩の分担率が減少している。

＜都市における機関分担率の推移＞

21.3

23.2

20.3

35.2

31.1

28.0

19.0

17.9

20.7

22.0

24.7

28.1

2.9

3.0

2.5

H11

H04

S62

（％）鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

11.7

13.5

13.0

54.1

45.5

39.4

15.7

18.2

21.3

16.2

20.6

23.6

2.7

2.2

2.3

H11

H04

S62

（％）鉄道　 バス 自動車 二輪車 徒歩

三大都市圏

（平日）

（休日）

53.6

50.2

42.3

17.9

19.5

23.9

21.7

23.3

26.9

3.0

3.3

3.6

3.9

3.8

3.2

H11

H04

S62

（％）
鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

70.1

62.2

53.8

12.8

17.0

21.7

12.9

16.1

19.5

2.3

2.1

2.4

2.8

2.5

1.8

H11

H04

S62

（％）
鉄道　 バス 自動車 二輪車 徒歩

地方都市圏

（平日）

（休日）

（出典）：平成11年全国都市パーソントリップ調査資料をもとに、国土交通省国土計画局作成


